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会社概要

Company name: THAI KYOWA BIOTECHNOLOGIES CO., LTD.

Address: 399 IRPC Industrial Zone, Moo 1, Choengnoen District,Rayong Province, Thailand

Founded:  November 2012

Capital: 2.8 billion THB（Wholly owned by KHB group）

Number of employee: 248
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協和発酵バイオ概要



グローバルネットワーク

Sales Offices (8)
Head Office: Tokyo, Japan
KYOWA HAKKO U.S.A., INC.
KYOWA HAKKO Europe GMBH
KYOWA HAKKO BIO ITALIA S.R.L.
KYOWA HAKKO BIO SINGAPORE PTE LTD
KYOWA HAKKO (GUANGDONG) PHARMACEUTICAL CO., LTD.
KYOWA HAKKO (GUANGDONG) PHARMACEUTICAL CO., LTD. SHANGHAI BRANCH
KYOWA HAKKO (GUANGDONG) PHARMACEUTICAL CO., LTD. BEIJING BRANCH

Manufacturing Plants (4)
Yamaguchi Production Center (Hofu, Japan)
BIOKYOWA., INC. (Missouri, U.S.A.)
SHANGHAI KYOWA AMINO ACID CO., LTD.
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協和発酵バイオの発酵技術

発酵技術とは?
• アミノ酸のような価値ある成分を、

微生物に作らせ、純度高く、取り出すこと

発酵技術とは?
• 「発酵技術」は、価値ある成分を安全、安定

かつ低コスト（＝大量）に生産することができる

• 「化学合成」は、危険物質の使用や、
環境負荷リスクがある

• 「動植物からの抽出」は、
世界的な人口増加で食糧危機が叫ばれる中、
持続的な食料供給を損なう恐れがある

発酵ならではの強み



技術課題:培養の規模が大きくなるほど、安定した製造が難しい
解決する技術力:パイロット設備を使用した技術検証を通して、工業規模での製造を実現

工業化技術
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技術課題:発酵廃液の効率的な処理技術が伴わないと、工業生産は成立しない
解決する技術力:発酵産業排水の高効率処理プロセスを開発し、環境負荷を低減

環境技術
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厳格な排水環境基準*
一般生活排水

発酵産業排水

廃水処理前 廃水処理後

*2016年東京都下水道局レポートより、東京都の生活排水における
炭素源、窒素源、リン源の各濃度を100としたときの値
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世の中のお困りごとを発酵技術で解決することを命題とし、
世界に先駆けて新しい技術を生み出してきた

技術を生み出し、蓄積してきた歴史

1951 1956 1958 1993 1998 20042000

「結核の撲滅に貢献」
• 結核治療薬

ストレプトマイシンの
製造技術を日本に
導入、結核の患者数
低減に貢献

人口10万人当たり国内結核患者数

世界で初めてアミノ酸の
発酵生産技術開発
• L-グルタミン酸

「調味料業界に革命」
• L-リジン

「家畜飼料の歴史に革命」

日本学士院賞を
企業で初めて受賞

意識障害治療薬
シチコリンの
バイオ生産技術の開発

オリゴ糖生産技術を世
界で初めて開発

ジペプチド発酵技術開発と
工業化

微生物によるヒトミルクオリゴ
糖の生産に、世界で初めて
成功

• 輸液用途で
病人への
栄養補給に
貢献

• 量産化技術により、
母乳に近い粉ミルクを乳児に、
母乳の健康価値を成人へ

HMO



本技術によって期待できること

ヒトミルクオリゴ糖群(HMO*)を製造供給し、世界の人々の健康に貢献
* Human Milk Oligosaccharidesの略称

母乳に近い粉ミルクが求められている より多くの粉ミルクに、より多種のHMOを
Q. 母乳に近い粉ミルクを求めるか*?

90%以上が母乳に近い粉ミルクを求める

* 自社データ, ** 既に製品化されているHMOである2FL、およびLNnTが母乳中HMOに占める割合

母乳と粉ミルクの
最大の違いはHMO

いまだにHMO含有粉ミルクの割合は低い*

水分

栄養成分

脂質

乳糖

HMO

いまだに母乳中HMOをカバーできていない**

38%

製品化されているHMOの割合

製品化

より母乳に近い
粉ミルクに

2FL
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2FL
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6SL
3SL

HMOを含有する粉ミルクの割合

製品化されて
いないHMO

母乳中の栄養成分
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40%より多くの方の
手に入るように



本技術によって期待できること

ヒトミルクオリゴ糖群(HMO*)を製造供給し、世界の人々の健康に貢献
* Human Milk Oligosaccharidesの略称

近年HMO機能研究の報告が増加*
特に6SL & 3SLの脳機能効果が期待されている

認知症 : 世界で約5千万人が認知症を罹患
毎年1千万人が発症する
高齢者の自立を妨げる主因の一つ**

* 腸管保護:  Trends Glycosci. Glycotech.30, SE51-SE65 (2018) プレバイオティクス: Br J Nutr. 2016 Oct;116(8):1356-1368
脳機能: J. Appl. Glycosi., 52, 249-254, 2006, 免疫賦活: Allergy, 70, 1091-1102 (2015)., J. Nutr., 146, 358-367 (2016)

** WHO Web site

成人にも健康価値があることが判明 解決したい社会課題 例 認知症



Production Site

15

Product line expansion for HMOs in progressSupply 

Thai Kyowa 

Production capacity        300 MT as HMOs/ year (at 1st investment)

Operation                        2022~
Regulation (Plan)            FSMA, HACCP, Food GMP, FSSC22000
Certifications (Plan)        HALAL and Kosher diary

Location Rayong, Thailand
Since        2013
Area 211,000 m2

Products   6 items (Amino acids)
Sales Office
Production Site

Press Released on Nov. 4th, 2020
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進出国として、タイを選定した背景

2011年に進出国として、4か国（タイ・マレーシア・インドネシア・ベトナム）からタイを選定

１）各国投資環境調査による進出国の絞り込み
・各国の基礎的経済データ分析
・投資インセンティブと外資規制
・現地労働条件
・主要インフラ（電力、給水、排水基準）の整備度
・主原料（糖源）の確保
・地政学リスク・カントリーリスク

２）タイ選定の主な要因
・投資環境における各種優遇が豊富
・政治の混乱、社会格差が経済活動に与える影響が限定的
・政府の積極的政策によるインフラ整備
・自動車メーカー等、日系企業をはじめとした製造業の進出がすでに本格的に行われていたこと
・日本人駐在員の生活環境
・主原料（糖源）の国内調達が可能
・比較国の排水基準が極めて厳しい



BOI投資奨励恩典取得実績 (アミノ酸製造ライン)

1. BOI cert. 2899(1)/2555
証書発行日: 2012年12月18日
対象: アミノ酸製造 FIT1ライン（SER, HIS, ARG, VAL, LEU, ILE, HYP）
恩典種類: A1
恩典内容: 8年間の法人税100％免除

満期日から5年間の法人税50%免除
機械の 輸入税（Tariff・VAT）免除
輸出製品用の原材料の輸入税（Tariff・VAT）免除
ビザ・ワークパーミットの取得支援

2. BOI cert. 60-0555-1-00-2-0
証書発行日: 2017年5月22日
恩典種類: A1
対象: アミノ酸製造 FIT2ライン（SER, HIS, ARG, ORH, VAL, LEU, ILE, HYP）
恩典内容: 8年間の法人税100％免除

機械の輸入税（Tariff・VAT）免除
輸出製品用の原材料の輸入税（Tariff・VAT）免除
ビザ・ワークパーミットの取得支援



BOI投資奨励恩典取得実績 (オリゴ糖製造ライン)

3. BOI cert. 64-0511-1-00-2-0
証書発行日: 2021年5月21日
対象: オリゴ糖製造 HOT1ライン（Human Oligosaccharide 2FL, 3SL, 6SL）
恩典種類: A1
恩典内容: 8年間の法人税100％免除

機械の輸入税（Tariff・VAT）免除
輸出製品用の原材料の輸入税（Tariff・VAT）免除
ビザ・ワークパーミットの取得支援
現在KPMGとタイランドプラスパッケージの申請準備中

４．2023年以降オリゴ糖製造工場拡張計画により投資奨励恩典の申請見込み



KYOWA HAKKO BIO CO., LTD. 
http://www.kyowahakko-bio.co.jp/english/

Creating new value for the health and 
well-being of people around the world!


